
2024年度 各授業学習目標・授業目標   科目名：１年グローバル探究 Basic 

高等部教育目標 

イエス・キリストを通して、人と世界に仕える使命感と実力を養い、豊かな心と真摯な態度を備えた人格を培う 

探究型カリキュラム教育/学習目標 

SDGsの達成を目指し、Mastery for Serviceを体現する世界市民の一員として、国内外の社会に自ら関わり貢献できる力を 

育成する/身につける 

探究型カリキュラムにおける 5つの学びの方針   Five Principles for Learning 

1. 自分事として    2. 社会/実践を通して   3.知識を大事に      4. ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通して     5.生徒・教員が共に 

 <ｵｰﾅｰｼｯﾌﾟ/一人称>  <PBL型/ｱｸｼｮﾝ>   <自ら得る知識/高める関心>  <自分/他者のやりとり>  <共に探究する関係性>   

上位学習目標 

【知識・技能】 

・自分が関心のある社会的課題の内容について、自分の言葉で説明することができる 

・社会的課題に取り組んでいる団体、組織を訪れてフィールドスタディを実施することができる 

【思考力・判断力・表現力】 

・自分が関心のある社会的課題について他者に自らの意見を伝える事ができる 

・自分が関心のある社会的課題について調べ、その解決方法を考案することができる 

【学びに向かう力・人間性】 

・主体性をもって、粘り強く学習課題に取り組もうとしている。 

・社会課題を自分事とし、社会に参画・貢献する姿勢を持とうとしている。 

下位学習目標 

【知識・技能】 

① 自分が関心のある社会課題の内容について、自分の言葉で説明することができる 

② 社会課題に取り組んでいる団体や組織を訪れてフィールドワークを実施することができる 

③ データや資料を適切に使って、効果的なプレゼンテーションを行うことができる 

【思考力・判断力・表現力】 

① 自分が関心のある社会課題について、他者に自らの意見を伝えることができる 

② 自分が関心のある社会課題について調べ、その解決方法を提示することができる 

【学びに向かう力・人間性】 

① 数ある社会的課題の中から、自分自身がより理解を深め、課題解決をしたいと思うことができるものをみつけようとして

いる 

② 社会課題と向き合う中で、その課題を学ぶことが自分自身の人生においてどのような意味を持つのか関連付けようとして

いる 

③ 社会的課題に向き合う中で、社会的・文化的・歴史的な構造と人為との関係について考察しようとしている 

 

  



授業日 5/29(水) 1学期授業回数   3回目 / 全７回    

本時 

学習目標 

主なターゲット【知識・技能】① 【思考力・判断力・表現力】①【学びに向かう力・人間性】①③ 

本時の具体的な目標 

ミスコンに対するさまざまな主張について、その根拠を分析したうえで、自分なりの意見を述べることができる。 

時間 

授業内容 
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復習１ 前回授業の「問いの書き換え」に対するフィードバック 

    -問いの焦点化、問いの規模変更ができているか。 

    -「ある」「ない」2択の狭い問いになっていないか。 

復習２ 三角ロジック 

    -主張、事実・データ、論拠・理由付け 

        -意見と事実の違いは何か 

 

説明 対話型論証モデルとは 

   上智大ソフィア祭実行委員とコンテスト廃止派を例に説明 

 

Group Work１ コンテスト廃止派①法政大学HPの「ミスター法政コンテスト」 

  法政大学ＨＰの文章を読み、班員と協力しながら、対話型論証モデルの「対立する主張・異な

る主張」「事実・データ」「論拠・理由付け」を埋める。 

 

Group Work２ コンテスト廃止派②高橋先生 

  「対話型論証ですすめる探究ワークブック」勁草書房 pp83-84を読み、班員と協力しなが

ら、対話型論証モデルの「対立する主張・異なる主張」「事実・データ」「論拠・理由付け」を埋

める。 

 

Group Work３ 関西学院で、ミスコンを行うことについてどう考えますか？ 

  ロイロ共有ノートで用意されたカードから「ミスコンがあってもよい」「ミスコンは廃止すべ

きだ」を選び、どの立場になるか決める。さらに、理由（なぜなら～）と条件（ただし～）を付け

加える 

 

 

 

 

 

 

 

評価方法 主張、事実・データ、論拠・理由付けの違いを理解し、自分なりの意見を述べることができる。 

宿題指示 Group Work３の共有カードの意見文を完成させる。 

 

 


